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特集①　第５回「山の日」記念全国大会おおいた2021
特集②　佐世保市との姉妹都市提携30周年

今月の表紙
６月30日に九重キャンペーンレディ
発表会が開催されました。

関連記事は８ページに掲載

▲
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令和３年度 九重町職員採用試験　－令和４年４月１日採用―
●お問い合わせ　総務課　☎７６－３８００

第
１
次
試
験

申
込
み
に
つ
い
て

採
用
人
数
・
受
験
資
格

職  種
■一般行政職（高卒程度、大卒程度）
■保育教諭
■土木技師

申込書受付期間

（平日の午前８時 30分～午後５時）

※時間厳守
※郵送は９月３日必着

７月 26日（月）～
　　　９月３日（金）

九重町HP▲

九重町

●試 験 日　10月 17日（日）

●試験会場　九重町役場
●試験内容　教養試験 （５肢択一筆記試験／ 40問 120分）
　　　　　　職場適応性検査 （120問 20分）

●申込書の配布場所

一般行政職（高校卒業程度）　若干名

一般行政職（大学卒業程度）　若干名

保育教諭　若干名

土木技師　１名

午前10時～午後１時 20分（休憩：正午～午後１時）

・平成９年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた人。

・大学卒業程度の学力を有する人で、平成４年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく
大学（短期大学を除く）を卒業又は令和４年３月31日までに卒業見込の人。

・平成９年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格及び幼稚園教諭の資格を有する人又は令和４
年３月31日までに資格を取得見込の人。

・昭和62年４月２日以降に生まれた人で、高等学校又は大学等において土木科の専門課程を修了
した人（令和４年３月31日までに修了見込の者を含む）又は高校卒業以上の土木の専門的知
識・技能を有する人。

※その他受験資格の詳細については、九重町ホームページをご覧ください。

窓口の場合　　総務課（役場２階）、各地区公民館に備え付けています。

郵送の場合　　①封筒の表に、「試験申込書請求」と朱書きしてください。
　　　　　　　②封筒には、返信用封筒を同封してください。
　　　　　　　　返信用封筒は角型２号封筒を使用し、140円切手を貼り、郵便番号・住所・宛先を明
　　　　　　　　記のうえ、受付期間に間に合うように請求してください。

請求先住所　〒879-4895　大分県玖珠郡九重町大字後野上8-1
　　　　　　九重町役場 総務課行政グループ 職員採用試験担当　行き



広報ここのえ　2021.７月号11

　森林の伐採を行う際には、自己所有の山で
あっても事前に伐採届の提出が義務づけられて
います。

●境界を誤り周辺の森林を伐採するという事案
が発生しています。
●伐採の際には周辺の所有者の方とテープなど
で目印を入れるなどして、確実に境界の確認
をした後、伐採を行うようにしてください。
●土地込みで販売する場合は、いつまでも登記
を変えず木材だけ処分される事案もありま
す。必ず登記申請を行い所有者名義が変わっ
た事を確認してから伐採
を行うようにしてくださ
い。

森林の伐採について
●お問い合わせ　農林課　☎76－3804

第 67回九重町成人式
●お問い合わせ　総務課　☎76-3800

　第67回九重町成人式を開催いたします。
　なお、今後の新型コロナウイルス感染拡大状
況等に応じて、開催の予定は変更する場合がご
ざいます。最新の情報は随時、九重町ホーム
ページに掲載します。

●と　き　８月15日（日）
　　　　　午前10時開会

●ところ　九重文化センター

第67回九重町成人式

森林を伐採する前に

ここのえケーブルテレビ月額使用料の減免申請を受け付けます
●お問い合わせ　危機管理情報推進課　☎７６－３８０１

　減免対象条件に該当する世帯（法人は対象外）は、ここのえケーブルテレビの月額使用料1,100
円が全額免除もしくは半額免除（550円）されます。

　対象世帯　　令和３年度住民税非課税世帯であること

　減免期間　１年間（令和３年８月分～令和４年７月分）※減免の適用は申請をした月の翌月から
　注意事項　審査の結果、減免にならない場合があります。あらかじめご承知ください。
　申請方法　申請書を危機管理情報推進課まで提出してください。
　　　　　　（申請書は危機管理情報推進課（役場２階）窓口に設置しています）

▼
▼

▼
▼

①～③のいずれかの手帳保持者がいる世帯
　①療育手帳（Ａ判定）
　②精神障害者保健福祉手帳（１級）
　③身体障害者手帳（１、２級）

④または⑤を満たす世帯
　④世帯員全員が 75歳以上の世帯
　⑤下記のいずれかの手帳保持者がいる世帯
　　・療育手帳（Ｂ判定）
　　・精神障害者保健福祉手帳（２､３級）
　　・身体障害者手帳（３～６級）
　　・戦傷病者手帳　　・被爆者健康手帳

令和３年度住民税非課税世帯で、下記の条件を満たす場合

住民税非課税世帯とは　　その世帯の全員に住民税が課税されていない世帯。
　　　　　　　　　　　　未申告者が世帯にいる場合は対象外です。

全額免除 半額免除
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熱中症予防×コロナ感染防止で「新しい生活様式」を健康に！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　マスク着用や外出の自粛が続いており、今年も熱中症の危険性が高まっています。
　外出の自粛で運動不足になると、汗をかいて体温を下げる体の準備が十分にできないほか、水分
をためる機能のある筋肉が減り、脱水状態になりやすいからだといわれています。さらにマスクを
つけていると体内に熱がこもりやすく、のどの渇きも感じづらくなり、知らないうちに脱水が進ん
で熱中症になる可能性が高まります。
　高齢者やこども、障がい者の方々は、熱中症になりやすいので十分に注意しましょう。

「ここのえ健康ダイヤル」は、２４時間無料でご利用いただけます！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　心や体の健康などについて、また、休日・夜間の医療機関情報や病気やけがへの対処の仕方、お
子さんの急病等の対処方法等アドバイスします。通話料は無料です。プライバシーは厳守されます
ので安心してご利用ください。

いち早く見つけよう！熱中症のサイン

予防のためのポイント

自分で気づくサイン
めまい、立ちくらみ、
筋肉のこむら返り、
手や口のしびれ、脈が速い、
汗がふいてもふいても出てくる

他の人が気づくサイン
顔色が悪い

自分で気づくサイン
頭がガンガンする、吐き気がする、体がだるい
他の人が気づくサイン
嘔吐している

他の人が気づくサイン
顔が赤い、暑そう、意識がない、言動がおかしい、
けいれんしている、まっすぐ歩けない

（１）のどが渇いていなくても水分をとりましょう
　　・１時間ごとにコップ１杯　・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに
（２）暑さを避けましょう
　　・涼しい服装、日傘や帽子　・外でもなるべく日陰に
（３）屋外で人と２メートル以上の距離を確保できる場合はマスクをはずしましょう
　　・マスクをしての激しい運動は避ける
（４）室内温度が 28℃を超えないように調整しましょう
　　・扇風機やエアコンを使う　・すだれやカーテンで直射日光を防ぐ　・打ち水は夕方が効果的
（５）暑さに負けない体をつくりましょう
　　・３食しっかり食べる　・日常的に運動をする　・快適な環境でよく睡眠をとる

0120－511－658
（24時間年中無休無料健康相談）


フリーダイヤル
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新型コロナウイルスワクチン集団接種について
●お問い合わせ　新型コロナウイルスワクチン接種対策室　☎７６－３８２１（健康福祉課）

　８月中旬より、主に64歳以下の方を対象とした集団接種を始めます。日時等詳細については、
接種券とともにお送りする案内をご覧ください。

予約受付開始日　　※年齢は令和４年３月 31日時点のものです

予約の順番が来たとき：予約方法

16歳～ 59歳接種券発送予定日：７月 20日ごろ

７月●日（●）午前１０時～

２に該当しない 59歳以下の方は、ワクチンの供給状況をみながら年齢順にご案内します。
詳細は接種券の発送とあわせてお知らせします。

※12歳～ 15歳の方の接種券は別途お送りします。　※年齢は令和４年３月 31日時点のものです。
※65歳以上の集団接種は７月 30日で終了しますが、未接種でご希望される方もこの機会に接種できます（要予約）

1

2

3

区　　　分 予約受付開始日

60歳以上でまだ接種を受けていない方 ７月 28日（水）
午前 10時～

（注）基礎疾患をお持ちの方、ＢＭＩ３０以上の方は優先的に予約ができます。基礎疾患の証明に診断書等は必要ありま
　　　せんが、予診票の質問事項に病名・通院/入院している医療機関名等を記載してください。接種当日、予診の際に確
　　　認いたします。

基礎疾患等の対象となる主な範囲　※いずれも接種に際し、診断書は不要

集団接種を先行して開始します。各医療機関での個別接種は時期が下がりますので、差し支え
なければ集団接種をご利用ください。なお、個別接種に関する各医療機関へのお問い合わせは
業務の支障になりますのでご遠慮ください。

予約の際はお手元に接種券をご準備ください。（券番号が必要）

電話またはインターネット（スマートフォン、パソコン等）から予約できます。差し支えなければインタ
　ーネット予約をご利用ください。

ワクチンは２回接種します。予約の際にはご留意ください。

●電話予約
　・新型コロナワクチンコールセンター
　【電話番号】☎０９７３－７６－３８７０　【予約可能時間】平日の午前９時から午後５時まで
●インターネット予約
　・予約サイト  https://jump.mrso.jp/444618/
　・九重町ホームページから入ることもできます 新型コロナウイルスワクチン接種予約サイト

〔インターネットからは24時間予約できます〕

▲

個別接種について

＊お手元に届くまで
　数日かかることがあります

59歳以下で、　　ア）基礎疾患等をお持ちで通院・入院中の方（注）
　　　　　　　　イ）ＢＭＩ 30 以上の方

ア）以下の病気で通院または入院している方
　　（この他にも該当する病気等があります。詳しくは接種券と一緒にお送りする説明書をご覧ください）
　・慢性の呼吸器の病気、慢性の心臓病（高血圧含む）、慢性の腎臓病、慢性の肝臓病　・糖尿病
　・血液の病気（鉄欠乏性貧血は除く）　・睡眠時無呼吸症候群　・免疫機能が低下する病気（悪性腫瘍を含む）等

イ）ＢＭＩ３０以上の肥満の方
　・ＢＭＩの計算方法［体重（kg）］÷［身長（ｍ）の２乗］　（例）身長1.7ｍで体重約87㎏等

★ワクチン接種は、完全予約制です。予約をされていない場合は、会場に来られても接種できません。

※電話予約のみ
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介護保険施設における負担限度額等が変わります　－令和３年８月１日から－
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　８月１日から、在宅で暮らす方との食費・居住費に係る公平性や負担能力に応じた負担を図る観点から、
一定額以上の収入や預貯金等をお持ちの方は、食費の負担額が見直されます。

●介護保険施設入所者やショートステイ利用者の食費・居住費の助成制度について

高額介護サービス費の負担限度額が見直されます　－令和３年８月利用分から－
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　８月１日以降サービス利用分より一定年収以上の方の負担限度額が以下のように見直されます。
●高額介護サービス費の負担限度額について

補足給付の預貯金要件の見直し

７月まで 見直し後（８月から）
単身 650万円、夫婦 1,650 万円

単身 550 万円、夫婦 1,550 万円

単身 500 万円、夫婦 1,500 万円

年金収入等　80万円以下 （第２段階）
年金収入等 80 万円超 120万円以下
（第３段階①）

年金収入等 120万円超 （第３段階②）

年金収入等 80万円以下 （第２段階）
年金収入等 80 万円超 120万円以下
（第３段階①）

年金収入等 120万円超 （第３段階②）

単身 1,000 万円
夫婦 2,000 万円

※

※年金収入等＝公的年金等収入金額（非課税年金を含みます。）＋その他の合計所得金額

食費の負担限度額の見直し

施設入所者

７月まで

390円

650円

650円

見直し後
（８月から）
390円

650円

1,360 円

７月まで

390円

650円

650円

見直し後
（８月から）
600円

1,000 円

1,300 円

ショートステイ利用者

課税所得 690万円　（年収約 1,160 万円）以上

市町村民税課税～課税所得 380万円（年収約 770万円）未満
世帯の全員が市町村民税非課税

生活保護を受給している方等

前年の公的年金等収入金額＋その他の合計所得
金額の合計が 80万円以下の方等

課税所得 380万円　（年収約 770万円）～
課税所得 690万円　（年収約 1,160 万円）未満

区　　　分 負担の上限額（月額）
140,100 円（世帯）

93,000 円（世帯）

44,400 円（世帯）
24,600 円（世帯）
24,60０円（世帯）
15,000 円（個人）
15,000 円（世帯）

※第１段階は変更ありません。
※有効期間は申請月の１日から７月末までとなっています。 継続してサービスを利用する方の更新手続きにつきましては
　７月１日より受け付けます。

新
　
設
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６-３８１１

▲九重町HP

町
営
住
宅

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

青山住宅
住　　所　九重町大字右田７８５番地の１
募集戸数　一般世帯向け２戸（３LDK）
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定　駐車場使用料 　1,000 円／月

豊後中村住宅
住　　所　九重町大字右田 687 番地
募集戸数　一般向け１戸（３LDK）
そ の 他　ＩＨクッキングヒーター（20Ａ据置タイプ）が必要。
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定　駐車場使用料　1,000 円／月

奥野住宅
住　　所　九重町大字右田 2022 番地の 1
募集戸数　若者単身向け１戸（１ＤＫ）
そ の 他　オール電化住宅。IHクッキングヒーター（20A措置タイプ）が必要。
基本住宅使用料　52,000 円／月　駐車場使用料　1,000 円／月（１台分）
基本減額

松岡台住宅
住　　所　九重町大字右田 3150 番地
募集戸数　一般世帯向け１戸（３LDK）
そ の 他　ＩＨクッキングヒーター（20Ａ据置タイプ）が必要。
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定　駐車場使用料　1,000 円／月

定
住
促
進
住
宅

北代住宅
住　　所　九重町大字恵良 436 番地の 2
募集戸数　新婚・子育て世帯向け１戸（３LDK）
基本住宅使用料　55,000 円／月　駐車場使用料　2,000 円／月
基本減額

特別減額

次の条件を満たす方は、基本住宅使用料から5,000円／月を減額。
入居時点において新婚世帯で、かつ、入居日から5年を超えていない世帯又は入居時点において子育て世
帯又は新婚世帯で、かつ、同居の子が規則で定める学校に在学し、18歳に達する日以後最初の３月31日
を迎えていない世帯
次の条件を満たす者は対象の子１人につき5,000円／月を減額（上限15,000円／月）
入居時点において子育て世帯又は新婚世帯で、かつ、同居の子が規則で定める学校に在学し、18歳に達
する日以後最初の３月31日を迎えていない者が2人以上の世帯

募集期間：令和３年７月 19日（月）～７月 30日（金）午後 5時まで
●入居予定日：令和３年９月１日（水）から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）を入居手続きの際に納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込みには、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は、建設課（役場２階）に用意しています。九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

申込みについて

次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料から 12,000 円／月を減額。
（１）入居時点において若者単身者で、40歳以下の者による単身世帯。
（２）入居時点において若者単身者で、新婚世帯または子育て世帯となった世帯。
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　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、実情に応
じた生活支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金を支給します。

ひとり親世帯分

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金

▼支給対象者　　次の①～③のいずれかに該当する方

支給対象者

支　給　額 児童１人あたり一律　５０，０００円

支給手続き 申請が必要です
申請期限：令和４年１月31日（月）

令和３年４月28日
（水）に支給済み

その他世帯分

▼支給対象者

▼支　給　額

▼支給手続き

▼申 請 期 限

令和３年４月分の児童扶養手
当は受給していないが、新型
コロナウイルス感染症の影響
を受けて家計が急変するな
ど、収入が児童扶養手当を受
給している方と同じ水準と
なっている方

③

公的年金等を受給しており、
令和３年４月分の児童扶養手
当の支給を受けていない方

②

令和３年４月分の児童扶
養手当の支給を受けてい
る方

①

（１）（２）の
両方に該当
する方

（１）平成15年４月２日（特別児童扶養手当の対象となっている児童の場合は平成13年
４月２日）から令和４年２月28日までの間に出生した児童を養育する父母等

（２）令和３年度住民税（均等割）が非課税の方または令和３年１月１日以降の収入が新
型コロナウイルス感染症の影響を受けて急変し、住民税（均等割）が非課税相当の
収入となった方

児童１人あたり一律５０，０００円

令和３年４月分から令和４年３月分までのいずれかの月分の児童手当及び特別児童扶養
手当の受給者で令和３年度住民税（均等割）が非課税の方は申請不要です。

支給対象者(1)(2)両方に該当し、上記のに当てはまらない方は申請が必要です。

令和４年２月28日（月）

ご自宅や職場などに都道府県・市区町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電話や郵便が
あった場合は、九重町消費生活相談窓口（☎７６‐３１５０）や最寄りの警察署（または警察相談専用
電話（#９１１０））にご連絡ください。

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金について
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

※４月時点で対象の方には、令和３年７月15日（木）に、児童手当の支給口座へ振込み済みです。
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九重町について学ぶ「ここのえ学」
●お問い合わせ　九重町教育委員会　教育振興課　☎７６－３８３４

　九重町の郷土愛を育てるためには、九重町や自分の校区の自然や歴史・産業などを学ぶことが大
切であるとして、「総合的な学習の時間」の中で「ここのえ学」の学習を行っています。
　小学校ではそれぞれの校区の特色について学年に応じた系統的な学習を行います。各小学校での
学習を活かして、ここのえ緑陽中学校で九重町全体についての学習を行います。中学校では九重町
全体について考え、最後にこれまで調べてきたことをもとに、「九重町の未来を考える」という視
点で町づくりへの提案を行っています。
　「ここのえ学」を通して九重町の将来を考え、行動することができる力を育成しています。

学年 共通テーマ 学校での取り組み例 通年

・梨を育てる経験を通して、梨をＰＲしよう（東飯田小）
・飯田の自慢について調べ、紹介しよう（飯田小）
・淮園の自慢（しいたけ）を調べて、知らせよう（淮園小）
・地域の自然を探検しよう（南山田小）

・自分の成長を振り返り、１／２成人式で感謝の気持ちを伝えよう
（全小学校）
・麻生観八翁の残したものについて調べ伝えよう（東飯田小）
・野上川の水と生き物について調べよう（野矢小３・４年）
・「夢」ポークを探ろう（野上小）

・地域の防災について調べ、防災マップ・リーフレットを作ろう
　（全小学校）
・九重とミナマタをつなぐ水（命）の旅（野上小）
・九重のブルーベリー作りを知ろう、体験しよう（南山田小）
・淮園のホタルについて調べ、ホタルを増やそう（淮園小）

・校区の歴史や人の生き方に学び、自己の生き方や考え方を
　見つめよう（全小学校）
・大人になることや夢を実現することなど、様々な人の生き方を
　学ぼう（淮園小）
・私たちの作った野菜を発信しよう（野矢小５・６年）

・九重町の特色（自然・観光・仕事・食文化・祭り・史跡など）に
ついてグループごとに調べ、その良さを発信しよう
　地域見学（九重町４地区の名所めぐり）に行こう
・ＡＰＵとの交流

・平和について地域の方から学び、記録に残そう
　（修学旅行の広島につなげる）
・地域の職業や産業について調べ、地元で働く人たちや高校生（卒
業生）と交流しよう

・職場体験学習を通じて、自身の進路について考えよう
・九重町の長所と短所をまとめ、人が住みたくなる（来たくなる）
九重町にするための「町づくりプラン」を作ろう。

小
学
校

３
年

４
年

５
年

６
年

１
年

２
年

３
年

中
学
校

●身近な地域の
特色

●文化・伝統
●いのち

●地域の環境・
産業・安全

●九重町の未来
を考えよう

●九重町の人々
の生き方から
学ぼう

●将来の夢

●九重町再発見
　・国際交流

・
台
湾
高
雄
市
の
中
学
校
と
の
交
流

・
タ
デ
原
湿
原
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
（
飯
田
小
）

・
淮
園
太
鼓
（
淮
園
小
）



18広報ここのえ　2021.７月号

放課後等デイサービス　てくてく

　令和２年６月に児童福祉法に基づく、障がいの
ある就学児童を対象とした「放課後等デイサービ
ス事業所」として玖珠町（大字帆足）に開設され
ました。
　こどもたちが安心して過ごせる居場所づくりを
目指し、こどもたちの“こころ”に寄り添いながら
発達を支援しています。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



学校に就学しており、授業の終了後または休業
日に支援が必要と認められた障がいのある児
童・生徒に対して、必要な訓練、社会との交流
の促進などの支援を行います。

放課後等デイサービス事業

「放課後等デイサービス　てくてく」
についてのお問い合わせ

〒879－4403 玖珠町大字帆足２５６番地の５
 NPO法人　放課後等クラブてくてく
 （☎０９７３－７７－２６５０）

九重町長　日野 康志

Vol.17

とびらをあけて

町 長コラム

　この時期になると、昨年の豪雨災害のことを鮮明に思
い出します。線状降水帯によって思いもしない量の雨が
降り、河川が氾濫して家屋にも大きな被害をもたらし、
道路や耕作地も大きな被害が出ました。災害後、早期の
復旧復興に向けて全力で取り組んでいますし、避難所の
備蓄品を拡充するとともにコロナ感染症対策を講じてき
ましたが、災害シーズンを迎え再び起こらない事を祈る
ばかりです。
　また、新型コロナウイルス感染症も変異株の新たな台
頭で、１年半にも及ぶ感染状況が続く中、経済の低迷に
より観光業をはじめとした関係するあらゆる産業が大変
な苦境にさらされており、一刻も早くこの状況から抜け
出さなくてはなりません。その為にも、ワクチン接種を
計画通りに進め、早期に皆さんの安全を確保することが
大切です。これまで、65歳以上の高齢者の接種は順調
に進んでおり７月末には終了します。64歳以下の住民
への接種もこれから順次進めて参りますので、皆さんの
ご協力をよろしくお願いします。引き続き、経済対策に
ついても、状況を判断しながら必要な時に必要な対策を
実施して参ります。

　さて、昨年開催予定だった「第５回山の日記念全国大
会」が延期され、本年度開催されます。山に感謝する日
として制定された祝日として、８月11日に九重町で記
念式典と記念行事が文化センターで、歓迎フェスティバ
ルが長者原園地にてそれぞれ開催されます。「山に遊び
　恵みをいただく」をテーマに、石丸謙二郎さん（俳
優）、芹洋子さん（歌手）、三浦豪太さん（プロスキー
ヤー）、工藤夕貴さん（女優）、南谷真鈴さん（探検家）
などの皆さんが参加して頂きます。全国大会が九重町に
来ますので、住民の皆さんもぜひ参加して「山の日」を
楽しみましょう。
　また、本年は佐世保市と九重町の姉妹都市提携30周
年を迎えます。佐世保市との交流のあゆみは、この町報
にも掲載していますのでそちらをご覧ください。先人た
ちが築いていただいた礎を基に、今後の友好交流をさら
に発展していくためにも、一つの節目としてこの提携
30周年の記念行事は大切なものです。今回は、九重町
で開催されますので、コロナ禍の中ではございますが、
感染対策を取りながら実施して参ります。
　コロナや豪雨災害は、多くの人々に傷跡を残していま
すが、新しく生まれるものもあります。厳しい時です
が、お互いが支え合い助け合える社会をもう一度創らな
くてはなりません。人口が減少しても、持続可能な社会
を創らなければなりません。ピンチをチャンスに変え
る、言葉は簡単ですが実行することは大変です。しかし
大変な事だからこそ、やりがいもあります。多くの仲間
と共に、これからの九重町へ、新たな九重町へ突き進ん
で参りましょう。

障がい福祉にかかわる事業所・施設の紹介
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人権

No.299心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

ふるさとの
 文化財探訪

第87回

小
藩
分
立
の
影
響
を
受
け
た
県
民
性
と
郷
土

文
化
財
調
査
員
　
佐
　
藤
　
頼
　
久

　
大
分
の
地
名
の
由
来
は
、

北
九
州
六
ヶ
国
（
豊
前
、
豊

後
、
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
、

肥
後
）
を
支
配
す
る
大
名
の

大
友
宗
麟
の

大

と
彼
の

息
子
（
義
統
）
の
無
能
ゆ
え

に
秀
吉
に
よ
り
改
易
さ
れ
、

領
地
配
分
の
草
刈
り
場
と
な
っ
た
、
小
藩
分
立

の

分

か
ら
大
分
と
な
っ
た
と
歴
史
的
に
考

察
す
る
と
し
っ
く
り
く
る
。

　
ま
ず
、
秀
吉
の
家
臣
に
与
え
ら
れ
、
関
ヶ
原

の
戦
い
の
時
、
黒
田
如
水
や
加
藤
清
正
に
荒
ら

さ
れ
、
関
ヶ
原
後
に
は
家
康
の
家
臣
達
に
恩
賞

地
と
し
て
細
か
く
分
封
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
大
分
の
歴
史
は
、
宗
麟
時
代
の

大
き
な
国
と
江
戸
時
代
の
十
四
も
の
小
藩
分
立

と
い
う
小
さ
く
分
け
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
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そ
こ
で
県
民
性
と
し
て
小
さ
く
狭
い
所
で
約

三
百
年
間
暮
ら
し
て
き
た
の
で
、
心
も
狭
く
な

り
、
重
箱
の
隅
を
つ
っ
つ
く
よ
う
な
小
賢
い
性

格
と
な
り
、
赤
猫
根
性
と
い
う
他
人
の
足
を

引
っ
張
っ
た
り
、
出
る
杭
は
打
つ
的
偏
屈
な
も

の
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
大
分
県
民
は
県
内
で
は
大
成
で
き
な

い
が
、
県
外
へ
出
る
と
解
放
さ
れ
た
よ
う
に
伸

び
伸
び
と
大
活
躍
で
き
る
人
が
現
わ
れ
る
。
そ

れ
故
に
大
分
県
で
は
教
育
に
力
を
入
れ
た
の
か

教
育
者
と
し
て
広
瀬
淡
窓
（
咸
宜
園
）
や
帆
足

万
里
と
い
う
有
名
人
が
輩
出
さ
れ
、
大
思
想
家

と
し
て
三
浦
梅
園
が
国
東
半
島
安
岐
に
産
ま
れ

た
。
中
津
藩
出
身
の
福
沢
諭
吉
は
、
明
治
を

リ
ー
ド
す
る
大
立
者
と
し
て
「
学
問
の
す
ゝ

め
」
を
著
わ
し
、
慶
応
義
塾
を
創
立
す
る
な
ど

一
万
円
札
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顔
と
な
っ
た
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わ
が
玖
珠
郡
も
森
藩
（
殿
様
は
久
留
嶋
氏
）

と
天
領
に
分
け
ら
れ
、
天
領
側
の
方
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幕
府
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直
轄
地
と
し
て
優
位
に
立
ち
、
他
を
見
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し
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い
た
よ
う
な
感
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だ
っ
た
。
そ
う
い
う
歴
史
ゆ

え
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の
か
⁉　
近
年
の
町
村
合
併
問
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生
じ

た
時
も
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す
ん
な
り
と
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と
い
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に
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か
っ
た
。

　
亨
保
四
（
一
七
一
九
）
年
八
月
に
は
、
平
家

山
（
野
上
村
）
と
森
藩
領
の
日
出
生
村
の
山
境

論
争
が
起
こ
っ
た
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俗
に
言
う
「
平
家
百
猿
伝

説
」
で
あ
り
、
猿
八
十
七
匹
を
射
殺
し
た
と
い

う
表
現
は
、
日
出
生
村
の
訴
え
を
退
け
、
野
上

村
の
主
張
が
八
割
方
以
上
認
め
ら
れ
た
と
い
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間
接
的
な
勝
利
宣
言
だ
と
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と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
広
報
こ
こ
の
え
二
〇
一
六
年
六
月

号
参
照
）

よ
し
む
ね

　1896年の近代オリンピック第１回アテネ大会で
は、女性の参加は認められていませんでした。女性
の参加は第２回のパリ大会から認められたそうで
す。それでも大会出場選手997名のうち、女性は約
２％のわずか22名でした。
　日本人選手が初めて参加したのは、第５回ストッ
クホルム大会です。しかし、日本人女性選手が参加
するのは第９回アムステルダム大会で男性42名に
対して女性は人見絹枝選手１名のみでした。

　当時の日本ではまだ女性への偏見が強くあり、オ
リンピック出場を決めていた人見選手の家にも「人
前で太ももをさらすなど日本女性にはあってはなら
ない」、「日本女性の個性を破壊する」などといった
文面の書簡が送られて来たと言われています。
　人見さんは女子陸上競技に関する新聞記事に「い
くらでも罵れ！私はそれを甘んじて受ける。しかし
私の後から生まれてくる若い女子選手や、日本女子
競技会には指一つ触れさせない」と書いています。
　偏見に立ち向かい、人見選手は「愚かなりとも、
努力を続ける者が最後の勝利者になる。」の発言通
りひたすら努力を続け、オリンピックで日本人女性
初のメダルリストという栄光を手にしました。
　そのような方々のおかげもありオリンピック参加
女性選手も徐々に増え、第31回リオデジャネイロ
大会では日本人大会出場選手338名のうち、女性は
164名もの人が出場しました。コロナ禍で大変な中
での東京オリンピックでも多くの選手にベストコン
デイションで大会に臨んでもらい、よい記録が残せ
る大会となってほしいと願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　社会教育課

ぶ
ん
ぽ
う

こ
ざ
か
し

お
お
だ
て
も
の

ひとみ きぬえ

オリンピックと女性オリンピックと女性
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●児童書・コミック
ぼくのがっこう　　　　　　　　　　　　　鈴木のりたけ
政治の絵本　　　　　　　　　　　　　　　たかまつなな
モグラのモーとグーとラーコ　　　　　　みやにしたつや
あるヘラジカの物語　　　　　　　　　　星野道夫・原案
水中最強王図鑑　　　　　　　　  Ｇ．Masukawa・監修
杉山きょうだいのしゃぼんだまとあそぼう　　　杉山弘之
2021年全国課題図書全18冊（小学校低学年～高等学校）　その他多数
●一般図書
白バイガール（全６巻）　　　　　　　　　　　  佐藤青南
梅花下駄（照降町四季３）　　　　　　　　　　 佐伯泰英
出絞と花かんざし　　　　　　　　　　　　　　佐伯泰英
いのちの停車場　　　　　　　　　　　　　　　　南杏子
要訣（百万石の留守居役⑰最終巻）　　　　　　 上田秀人
鎌倉うずまき案内書　　　　　　　　　　　　青山美智子
月下のサクラ　　　　　　　　　　　　　　　　柚月裕子
臨床の砦　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏川草介
小説 8050　　　　　　　　　　　　　　　　　林真理子
ＭＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久坂部羊
雷神　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道尾秀介
リボルバー　　　　　　　　　　　　　　　　　原田マハ
東京駅・大阪駅であった泣ける話　　　　　　　朝比奈歩

老いの福袋　　　　　　　　　　　　　　　　　樋口恵子
認知症になった蛭子さん　　　　　　　　　　　蛭子能収
殿様は「明治」をどう生きたのか　　　　　　　　河合敦
ぼく モグラ キツネ 馬　　　　　チャーリー・マッケジー
頑張らなくても意外と死なないからざっくり生きてこ　カマたく
心揺るがす講演を読む 2　　　　　　水谷もりひと・監修
元女子高生、パパになる　　　　　　　　　　　杉山文野
日本のあかるいニュース　　　　　　　　　　　　池上彰
草原の国キルギスで勇者になった男　　　　　春間豪太郎
赤い日本　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井よしこ
1日 10分走る青トレ　　　　　　　　　　　　　　原晋
はじめてのコンテナ野菜づくり図鑑 90種　　　北条雅章
1㎡からはじめる自然菜園　　　　　　　　　　竹内孝功
50過ぎたら、住まいは安全、そうじは要領　　　 沖幸子
かたおか気象予報士の毎朝 10秒！楽しく「お天気ストレッチ」　片岡信和
神様のためにあなたができること　　　　　　　桜井識子
神社通いでうつが治っちゃった‼　　　　　　いろはママ
生きるために毒親から逃げました。　　　　　　　尾添椿
もしも…に慌てない登山式ＤＥ防災習慣　　　　鈴木みき
雰囲気のある大人服　　　　　　　　　　　　　飛田美穂
「やり抜く子」と「投げ出す子」の習慣　　　　 岡崎大輔
無印良品大百科 2021晋遊舎ムック　　　　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～コロナ×五輪＝巣ごもり疲れ→そんな時には図書館へ。いざ読書の海へダイビング！～

ほんの森７月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより
『雑誌スポンサーのお・し・ら・せ！』

お
知
ら
せ

●「おはなし会」毎月第２土曜日　10：30～11：00
　７月の担当グループは「チームそらまめく
ん」のみなさんでした。８月は「スター」（８
/14予定）のみなさんです。参加してくれた
お友だちにはささやかなプレゼント（６月は
紙風船でした）を用意しています！キラキラ
シールも選んで貼ってくださいね！

　今や全国各地の図書館が行っている「雑誌スポンサー」の取り組み。雑誌購入費を負担するかわりに、閲覧用カバーな
どに広告を出せるというものです。当館も2015年から導入して、現在３つの企業と２名の匿名個人の方から計６誌の寄
贈を受けています。企業広告は新刊カバーの裏面（全面）と表紙の企業名でお知らせしています。図書館でこれらの雑誌
が読めるのはスポンサー様のおかげです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします！最新号をお手にされるときにはぜ
ひ、カバー広告のチェックもお願いしまーす。

お
は
な
し
会
で
読
ん
だ
本 ６月のおはなし会の様子

▲

「レタスクラブ」のスポンサーは
「九州電力」様

貸出可（次号が届いてから）が待ち
遠しいと予約待ち必至の人気。

「サライ」のスポンサーは
「八鹿酒造」様

「ためしてガッテン」
「Ｃｏｍｅｈｏｍｅ」のスポンサーは

「日野書店」様

どちらも子育てや子どもの読書環境に丁
寧に向き合っている良質な雑誌です。

「ちいさい・おおきい・よわい・つよい」と
「子どもの本棚」のスポンサーは
匿名希望（個人）の２名様

料
理
レ
シ
ピ
は
も
ち
ろ
ん
、

話
題
の
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

が
モ
リ
モ
リ
で
家
事
の
息
抜

き
に
も
な
る
人
気
雑
誌
。

「
本
物
と
正
統
」
を
テ
ー
マ
に

ゆ
と
り
世
代
に
向
け
た
ち
ょ
っ

と
イ
イ
雑
誌
。
開
く
と
優
雅
な

気
分
に
な
れ
ま
す
〜
。

雑誌スポンサーについ
てのお申込、お問い合
わせは図書館（７６-
３８８８）または図書
館のホームページをご
覧ください。
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●　暮らしの情報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

年
金
相
談
日

障
が
い
巡
回
相
談

大
分
県
交
通
事
故
相
談

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
趣
　
旨　
地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
通

じ
て
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社

会
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
健
康

と
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る

■
と
　
き　
９
月
26
日
㈰

■
と
こ
ろ　
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園　
他

■
種
　
目　
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
三
世
代
交

流
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
三
世
代
交
流
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
還
暦
軟
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
太

極
拳

■
参
加
資
格　
大
分
県
内
在
住
で
、
原
則

と
し
て
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
60
歳

以
上
の
者

■
募
集
期
間　
７
月
28
日
㈬
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課

（
☎
７
６‐

３
８
２
１
）

■
と
　
き　
８
月
５
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
玄
関
フ
ロ
ア

■
協
　
力　
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

■
と
　
き　
８
月
19
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６‐
３
８
０
０
）

■
と
　
き　
８
月
12
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他　
前
日
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

■
と
　
き　
８
月
25
日
㈬

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場　
１
階
１
０
２
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

６
１
７
４
）

■
と
　
き　
８
月
16
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
８
月
10
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

■
と
　
き　
８
月
５
日
（
木
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

第
32
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
部
門
）
参
加
者
募
集

イ
ベ
ン
ト
の
減
少
に
よ
り
、
血
液

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！
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■
期　
間　
８
月
２
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

お
盆
・
土
日
祝
日
は
お
休
み

■
相
談
窓
口　
各
司
法
書
士
事
務
所

■
内　
容　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分

な
ど
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登
記
手
続

■
相
談
料　
期
間
中
の
相
談
は
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９
）

　
性
の
自
認
や
性
的
指
向
な
ど
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　
大
分
県
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
悩
み
に

つ
い
て
、
相
談
を
お
受
け
す
る
窓
口
を
設

置
し
ま
し
た
。
大
分
県
公
認
心
理
師
協
会

に
所
属
す
る
公
認
心
理
師
や
臨
床
心
理
士

が
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
や
友

人
等
か
ら
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
匿
名

で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

■
専
用
電
話

　
☎
０
７
０‐

４
７
９
３‐

４
４
０
７

■
開
設
時
間　
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前

10
時
〜
正
午
（
相
談
時
間
は
１
人
１
回

最
大
30
分
を
目
安
）

■
メ
ー
ル
相
談

　

m
adoguchi-oita13710@

au.com
※

回
答
は
相
談
開
設
日
の
み
で
す

■
相
談
日
（
令
和
３
年
度
）

　
令
和
３
年
８
月
21
日
㈯
／
９
月
18
日
㈯

／
10
月
16
日
㈯
／
11
月
20
日
㈯
／
12
月

18
日
㈯
／
令
和
４
年
１
月
15
日
㈯
／
２

月
19
日
㈯
／
３
月
19
日
㈯

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
生
活
環
境
部
人
権

尊
重
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
１
７
２
）

■
更
新
日
・
場
所

・
９
月
２
日
㈭
／
玖
珠
総
合
庁
舎

・
９
月
９
日
㈭
〜
９
月
10
日
㈮
／
日
田
総

合
庁
舎
４
階
（
日
田
市
）

■
受
付
期
間

　
８
月
３
日
㈫
〜
８
月
26
日
㈭

■
免
許
更
新
に
必
要
な
書
類

　
写
真
１
枚
、
医
師
の
診
断
書
、
返
信
用

封
筒
（
長
形
３
号
）、
有
害
鳥
獣
捕
獲

従
事
を
証
す
る
書
類

■
手
数
料　
免
許
毎
に
２
，
９
０
０
円
。

※

申
請
書
を
提
出
す
る
日
前
１
年
以
内
の

期
間
に
大
分
県
内
で
有
害
鳥
獣
捕
獲
に

従
事
し
た
方
に
つ
い
て
は
県
の
政
策
に

よ
り
令
和
３
年
度
は
徴
収
し
な
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

■
と　
き　
８
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
日
田
市
）

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
受
付
／
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
概
要
説
明
）
／

校
内
見
学
（
実
習
場
見
学
）
／
希
望
の

訓
練
実
習
を
１
つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ

フ
ト
操
作
実
習
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物

製
作
）
／
個
別
相
談
会

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
料
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

　

再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
皆
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と　
き　
８
月
17
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐
８
６
１
５
）

■
受
験
資
格

　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
４
年
制
以

上
の
も
の
）
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
令

和
４
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

（
大
分
県
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
者
を
含
む
。）
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間

　
７
月
26
日
㈪
〜
８
月
19
日
㈭

■
第
１
次
試
験　
９
月
19
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
警
察
署
（
☎
７

２‐

２
１
３
１
）、
警
察
本
部
警
務
課

採
用
係
（
☎
０
１
２
０‐

２
０
４‐

１

１
０
）

■
職　
種　
農
業
技
術
員

■
受
付
期
間

　
８
月
２
日
㈪
〜
９
月
３
日
㈮

■
選
考
試
験
実
施
日

【
第
１
次
】
10
月
17
日
㈰

【
第
２
次
】
11
月
中
旬
か
ら
11
月
下
旬
ま

で
の
指
定
す
る
１
日

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
総
務
部
人
事
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
３
１
２
）

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

試
験
・
講
習
会

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

警
察
官
Ｂ
採
用
試
験

大
分
県
技
能
職
員
採
用
選
考

大分県人権啓発イメ
ージキャラクター
「こころちゃん」

▲大分県HP

８
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
月
間
」
で
す
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川 下 北

豊後中村住宅

書 曲 二

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

竜 馬

泰 斗

和 也

うめき　　 りりゅう

さとう　　　りんと

はらいかわ　 ゆずは

６月１日～６月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

8,999  人
4,323  人
  4,676  人
3,894 　 

12
4
8
2

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

伊　東　須美男
井　上　ヨシヱ
岡　村　ヒトヱ
小　田　美　富
小　野　鈴　香
甲　斐　恒　虎
佐々木　康　彦
佐　藤　忠　三
佐　藤　フジ子
佐　藤　盛　義
松　本　安　弘
森　　　サ　ヱ

日 向 下
南 恵 良
中 央 三
串 野 下
湯 沢
荻 釣 下
南 区
菅 原 本 村
中 村 中 一
滝 上
北 恵 良 二
中 須

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

1

0

2

0

4

3

6

13

0

4

3

2

9

7

29

62

36

134

7

33

65

38

143

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2021・6月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

楳木　理竜

佐藤　凜斗

拂川結珠葉

　この時期、夏の風物詩といえば…。そう、花火ですね。皆さんも家族や
友達と花火を楽しむ機会があると思います。
　しかし、気軽に遊べる花火も、取り扱いを誤ると火事や火傷などの事故
につながる危険性があり、特に子供は好奇心旺盛なため注意が必要です。
　花火を楽しく安全に遊ぶために、以下の点に注意しましょう。

●花火に点火する際はマッチやライターを使わず、ローソクを使いま
しょう。
●花火に火がつかないからといってのぞき込むのはやめましょう。目に
当たると視力の低下や、最悪の場合失明することもあります。
●花火を人や家に向けたり、燃えやすいものがある場所で遊んだりしな
いようにしましょう。
●花火の事故は10歳未満が最も多いです。大人は子供たちの行動をよ
く監視し、危険な行動をとらないように気を付けましょう。
●水バケツを用意し、遊んだ花火はその中に入れて、完全に火が消えた
のを確認してから片付けるようにしましょう。
●人の迷惑にならないように、時間や場所などルールとマナーを守って
遊びましょう。

　このほかにも夏にはいろいろな楽しいことがあると思います。けがや思
わぬ事故につながらないよう注意を払い、夏の楽しい思い出を作りましょ
う。

男

男

男

86
94
97
86
85
89
89
87
89
94
65
97

いよいよ来月は第５回「山の日」記念全国
大会が開催されます。「くじゅうフェス」
は一昨年に参加しましたが（昨年は中
止）、木陰は涼しくて風も気持ちよく、ボ
ルダリング体験や木箱作りなどに参加して
いる子どもたちはもちろん、ゆったりとし
た時間の中で大人の方も楽しそうだったの
が印象的でした。今年は記念全国大会の
「歓迎フェスティバル」でアウトドアパー
クやステージイベント等も行われます。こ
れから夏本番の暑い季節となりますが、感
染対策や熱中症対策をしながらぜひ楽しん
でいただければと思います。　　Tomo

編集後記 交通安全110

● 

病
　
院

７月

８月

22日
23日
25日
1日
8日
9日
11日
12日
13日
14日
15日
22日

72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
73-2030

72-2143
72-1127
72-7100
78-8811

塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田

春日町
塚 脇
山 田
町 田

電　話住　所 医療機関名日月
0973-24-3718

72-0214
0973-28-7688
0973-23-2228
0973-22-7736

72-3838

0973-22-3305
0973-24-5700

日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町

日田市
日田市

★都合で変更する場合があります。

友 成（塚 脇）医 院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック

長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院

石松朗歯科医院
相 良 歯 科 医 院
またけ歯科クリニック
中 村 歯 科 医 院
はたの歯科医院
たしろ歯科医院

井 上 歯 科 医 院
伊 藤 歯 科 医 院

2021 年７月・８月休日当番医
● 

歯
科
医

電　話住　所 医療機関名日月

＜発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について＞ 
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

りょうま

たいと

かずや

いとう　　　　　すみお

いのうえ　　　　 よしえ

おかむら　　　　 ひとえ

おだ　　　　　 みとみ

おの　　　　　 すずか

かい　　　　　つねとら

ささき　　　　やすひこ

さとう　　　　ちゅうぞう

さとう　　　　　ふじこ

さとう　　　　 もりよし

まつもと　　　　やすひろ

もり　　　　　　　　さえ

７月

８月

22日
23日
25日
1日
8日
9日
11日
12日
13日
14日
15日
22日



令
和

３
年

７
月

17日
発

行
（

通
巻

782号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

７
月
号
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読 者 俳 句

瓜
の
花
葉
陰
に
咲
い
て
誰
を
待
つ

日
盛
り
や
五
輪
揺
さ
ぶ
る
地
球
の
輪

吊
る
さ
れ
て
玉
葱
坊
主
の
並
び
け
り

夏
草
に
負
け
て
い
る
か
や
老
夫
婦

匂
い
く
る
白
つ
め
草
の
首
飾
り

蜩
や
命
の
限
り
鳴
き
尽
く
す

留
守
居
役
主
の
如
く
花
ざ
く
ろ

水
無
月
の
青
の
起
伏
や
阿
蘇
平
野

涼
風
の
我
に
戻
り
て
息
ひ
と
つ

手
の
ひ
ら
の
渇
き
に
苺
乗
せ
て
ゐ
る

居
酒
屋
の
ま
ず
は
一
品
莢
豌
豆

家
中
に
風
を
招
き
て
梅
雨
晴
間

手
解
き
を
つ
な
ぐ
松
の
芽
摘
み
に
け
り

万
緑
や
背
筋
を
ピ
ン
と
古
希
に
入
る

紫
陽
花
や
絵
画
の
如
し
花
手
水

雑
貨
屋
の
主
は
茶
髪
花
の
雨

茄
子
の
花
徒
花
な
く
て
実
を
つ
け
て

パ
ノ
ラ
マ
や
ひ
ね
も
す
丘
の
白
日
傘

ワ
ク
チ
ン
の
済
み
た
る
後
の
午
睡
か
な

豊　

國

重　

吉

律　

子

ヨ
ウ
子

則　

子

直　

人

末　

子

左
世
美

ト
シ
子

泉　

渓

８月号の締め切りは、７月26日（必着）でお願いいたします。選者（古後粒勝）宅にハガキ等で直接送付いただいても結構で
す。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
病
葉
は
夏
に
青
葉
の
中
に
時

折
褐
色
な
ど
に
変
色
し
た
葉
を

み
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
落

葉
を
見
る
と
緑
の
部
分
が
少
し

残
っ
て
ど
こ
か
情
緒
も
あ
り
ま

す
。

　
今
夜
は
、
台
所
に
残
る
亡
母

の
レ
シ
ピ
を
使
っ
て
の
お
料

理
。
食
卓
で
の
家
族
の
会
話
も

弾
ん
で
い
ま
す
。
母
の
思
い
出

に
浸
る
家
族
の
心
情
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

歳 時 記

桐　

友

勝　

子

次　

江

文　

雄

ヤ
ス
コ

良　

子

好　

美

チ
ズ
子

い
づ
み

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
ド
ッ
ト
柄
と
は
水
玉
模
様
の
こ
と
で
、
正
円
が
並
ん
だ
柄
で

す
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
趣
き
が
あ
り
、
古
典
柄
の
ひ
と
つ
。
キ
ノ
コ

の
ド
ッ
ト
柄
の
想
像
力
と
ア
リ
ス
の
取
り
合
わ
せ
が
愉
快
で
す
。

ア
リ
ス
気
分
庭
に
キ
ノ
コ
の
ド
ッ
ト
柄

林　
　

香
澄

　
く
る
り
と
廻
っ
た
の
は
ト
ン
ボ
の
目
か
冨
田
さ
ん
か
。
長
者
原

の
美
し
い
風
景
が
浮
か
び
ま
す
。
飯
田
高
原
を
こ
よ
な
く
愛
す
る 

作
者
の
想
い
入
れ
の
一
句
で
も
あ
り
ま
す
。

長
者
原
く
る
り
と
廻
る
蜻
蛉
の
目

冨
田　

一
主

　
友
達
を
呼
ん
で
一
緒
に
食
べ
る
柏
餅
、
苦
笑
い
を
す
る
よ
う
な

甘
さ
と
は
ど
ん
な
甘
さ
な
の
か
つ
い
考
え
て
し
ま
い
そ
う
。
中
七

の
意
外
性
が
効
果
的
で
す
。

か
し
わ
餅
苦
笑
い
す
る
甘
さ
か
な

日
野
ム
ツ
子

　
笹
飾
り
は
七
夕
を
意
味
し
ま
す
。
中
七
の
「
わ
ん
さ
と
背
負
う
」

で
リ
ズ
ム
感
が
倍
増
。
句
づ
く
り
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

願
い
事
わ
ん
さ
と
背
負
う
笹
飾
り

小
田　

純
子

　
阿
堂
こ
と
本
名
井
上
茂
氏
は
大
字
恵
良
の
ご
出
身
で
大
正
二
年
七
月
二
十
日
に
お
生
ま
れ
。
専
業
農
家

で
昭
和
初
期
の
梨
園
の
開
墾
と
経
営
に
独
力
で
挑
み
今
日
の
九
重
梨
の
基
礎
を
築
か
れ
た
お
一
人
。
昭
和

二
十
二
年
か
ら
永
き
に
わ
た
る
村
会
議
員
・
町
議
会
議
員
と
し
て
政
治
や
教
育
に
社
会
主
義
を
貫
か
れ
、

俳
句
は
そ
の
当
時
か
ら
「
か
く
し
句
会
」
「
玖
珠
俳
句
会
」
に
所
属
し
存
在
感
を
発
揮
。
以
降
、
平
成
の

は
じ
め
ま
で
お
よ
そ
四
十
年
間
の
作
句
活
動
。
俳
句
と
の
出
逢
い
は
三
十
代
半
ば
で
病
に
伏
し
十
年
余
り

の
闘
病
生
活
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
か
。
そ
れ
以
来
八
十
歳
を
過
ぎ
て
も
歳
時
記
と
ノ
ー
ト
は
手
放
す

こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
う
。
句
集
『
初
明
か
り
』
は
長
男
の
東
介
氏
が
父
阿
堂
氏
の
七
回
忌
に
向
け
編
集

し
た
も
の
。
編
集
委
員
に
は
井
上
一
灯
、
武
石
花
汀
、
梶
谷
貴
虹
ら
の
俳
人
仲
間
が
集
っ
て
い
る
。

　
こ
の
句
は
、
急
逝
さ
れ
た
平
成
五
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
大
会
で
の
最
優

秀
作
品
。「
一
生
に
一
つ
い
い
句
を
つ
く
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
て
い
た
阿
堂

俳
句
の
辞
世
の
句
と
な
っ
た
。
以
下
、
阿
堂
俳
句
な
ら
で
は
写
生
句
。

そ
の
⑥
　
　
　
井
上
　
阿
堂

ふ
る
さ
と
の
俳
人
た
ち

俳
句
の
基
本
　
　
感
動
を
せ
き
と
め
て
切
る

わ
く
ら
葉
や
厨
に
亡
母
の
レ
シ
ピ
メ
モ
　
　
佐
藤
八
千
子

　
　
　
　
　
　
「
時
に
は
肩
の
力
を
抜
い
た
句
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
句
会
の
席
で
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。「
俳
句
の
本
質
は
挨
拶
と
滑
稽
、
即
興
に
あ
る
」
と
言
っ
た
の
は
評
論
家
の
山
本
健
吉

氏
で
す
。
子
規
が
俳
諧
（
連
歌
）
か
ら
発
展
さ
せ
た
俳
句
で
す
か
ら
俳
諧
が
原
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
の

所
以
で
し
ょ
う
か
。
▽
と
も
あ
れ
、
今
月
の
推
薦
四
句
は
意
識
し
て
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
肩
の
力

を
抜
い
て
愉
し
ん
で
作
句
に
向
か
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
▽
さ
て
来
月
号
の
発
行
は
も
う
お

盆
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
季
語
が
豊
富
な
初
秋
で
す
。
季
語
を
先
取
り
し
て
、
早
目
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
選
者
・
評
）

み
ほ
と
り
に
広
が
っ
て
ゆ
く
初
明
か
り

病
葉
病
葉

わ
く
ら
ば

わ
く
ら
ば

わ
く
ら
ば

共
同
田
籾
満
載
の
馬
車
を
押
す　
　

（
昭
和
三
八
年
）

幾
万
の
幾
万
の
雪
ダ
ム
に
消
え　
　

（
昭
和
五
三
年
）

売
ら
れ
ゆ
く
牛
百
頭
に
秋
深
し　
　

（
昭
和
五
五
年
）

栗
落
ち
て
命
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
び
け
り
（
平
成
　
五
年
）

井
上
阿
堂
遺
句
集

は 

は

佳
作
　
十
九
席

佳
作
　
十
九
席




